
石川県穴水町における災害支援活動について
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１．概要 令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震の影響で生じた
断水のため、災害支援として給水車による応急給水活動に従事した。

金沢～穴水
約90km

穴水町役場
（本部）

旧兜小学校
（担当施設）

鹿波集会所
（補給地点）

令和６年２月12日から同20日までの９日間の派遣。
金沢市内に宿を取り、毎日穴水町と往復した。
金沢市内から穴水町役場までは約２時間弱。
鹿波集会所で給水車に水を補給し、旧兜小学校にて給水活動を行った。
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２．支援活動

本市を含む滋賀県支部は穴水町南部の甲（かぶと）地区に所在する、旧兜小学校（指定避難所）への
給水活動を主に行った。

生活用水（受水槽）への給水 飲料水（自衛隊のタンクから配水）の給水
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２．支援活動

穴水町には宇留地・上野の２浄水場があるほか、鹿波地区は簡易水道にて配水を行っており、当該地
域は早い時期から復旧率100%となり、給水車への補給も消火栓から行った。

消火栓から給水車に補給をする様子 消火栓のすぐ近く
道に高低差が生じて舗装が割れている
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３．まちの様子

穴水町役場周辺 穴水地方合同庁舎

役場周辺①

よく報道される珠洲・輪島の２市よりは一見被害が少なく見えるが、住宅密集地では全壊家屋が続い
ていたり、液状化等で地盤沈下が生じたためか施設エントランス部の地面と段の継ぎ目に大きな亀裂
や穴が生じていたりするなど、深刻な被害が見られた。
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３．まちの様子

穴水町役場
ロータリー部に高低差が生じ、砕石ですりつけ

ている

役場に接する山
崩れており、上部では木が倒れたままの状態。

下は土砂を撤去した跡が残っていた。

役場周辺②

傾いたまま運用されている
信号機
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３．まちの様子

役場前の歩道橋に添架された水道本管
伸縮可撓菅のためか外装が歪んでも損傷なし

引いて撮った写真
これだけの高低差が生じている

水道の状況①
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３．まちの様子

幹線道路にかけられた橋の歩道部
SUS管により仮設配管がなされていた。

水道の状況②

活動範囲の中ではここの段差がもっとも激しく、
50cm以上は落差が生じていた。
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